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	 行 事 名
	甲山研修会

	実施日時
	平成２７年１０月１５日（木曜日）１０時～１４時３０分　　　天候：晴れ

	場　所
	北山緑化植物園～甲山森林公園

	テーマ
	秋の植物観察

	講師
	児玉勝久講師

	参加者数
	３０名

	内容
（項目と概要）
	今月は例年の通り、北山緑化植物園から甲山森林公園までの自然観察を行った。
始めに児玉講師より、「ヒマラヤスギ」について
何故、和名が「ヒマラヤマツ」ではなく「スギ」となってしまったのでしょう？
この樹は明治初期に横浜の英国租界の庭に植えられたのが始まりで英名を「ヒマラヤシーダー」といい、当時シーダーは「スギ」と訳したので「ヒマラヤスギ」となってしまつた。この話は児玉講師がアイルランド国籍の庭師から聞かれたとの事。
（観察コース）
北山緑化植物園～北山貯水池～神呪寺～甲山自然の家～甲山森林公園北入り口～
仁川・甲東園方面の分岐点

＜北山緑化植物園＞自由観察

西宮市が紹興市及びワシントン州スポーケン市と姉妹都市提携をしているので　それに関する植物が植えられている。
ハクモクレン・ニシキギ・カリン・カンレンボク・ハンカチノキ等がそれぞれ美しい果実を付けている。秋の花ではナワシログミ・チャノキ・シュウメイギクが咲き、ハナミズキ・スズランノキ・カツラ等は紅葉が始まっている。その他半寄生植物の
ヒノキバヤドリギ、ススキに寄生するナンバンギセルが見られた。
＜北山緑化植物園～北山貯水池＞
今年は果実が豊作のようで足元にはコナラのドングリが多数落下している。

「アカマツ・ツツジ・コシダ群落」を見ながら北山貯水池に着く。　　　　　　　　ここで坪田さんから六甲山の成り立ちについて説明を受けた。
＜神呪寺～甲山自然の家～北入り口～分岐点＞
ムクノキ・エノキ・コバノガマズミ・ナツハゼ等の果実を味見しましたがお味は如何でしたか？甲山自然の家付近ではカシノナガキクイムシよるナラ枯れが目立ち、
ギヤップが増えていくことでしょう。湿原ではサワヒヨドリ・センブリ・ワレモコ
ウが可憐に咲いていた。
（ミニ研修）

昼食後、神呪寺でシニア１９期　吉川文子さんによる「スポーツの秋」と題した体を動かすゲームを楽しんだ。



	まとめ
感想
	絶好の観察日和で、爽やかな風に吹かれながら実りの秋を満喫しました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
